
◎
中
野
区
教
育
振
興
会
教
育
事
業

　
資
金
と
し
て
ご
寄
附
い
た
だ
き

　
ま
し
た
。

　

○
Ａ
様
（
江
古
田
３
丁
目
）

　
　
　
　
　

３
０
０
，０
０
０
円

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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教
育
振
興
会
で
は
、
中
野
の
教
育
振
興

に
ご
理
解
と
ご
賛
同
を
い
た
だ
け
る
維
持

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
会
員

の
ご
紹
介
に
つ
い
て
ぜ
ひ
皆
様
の
お
力
を

お
貸
し
く
だ
さ
い

●
教
育
振
興
会
と
は

　

昭
和
23
年
に
都
内
唯
一
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
と
し
て
区
民
の
有
志
に
よ
っ
て
創

設
、
以
来
中
野
の
教
育
を
振
興
・
普
及
す

る
た
め
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
主
な
事
業
は

　

⑴
奨
学
資
金
の
給
付
（
高
校
在
籍
３
年

　
　

間
）

　

⑵
学
習
及
び
研
究
の
奨
励
（
区
立
小
・

　
　

中
学
校
教
育
研
究
会
へ
の
助
成
）

　

⑶
教
育
功
労
者
の
表
彰

　

⑷
会
報
の
発
行
（
年
４
回
）

　

⑸
史
跡
め
ぐ
り
の
開
催
（
年
４
回
）

　

⑹
中
野
区
検
定
事
業
の
実
施

　

⑺
区
立
教
育
セ
ン
タ
ー
分
室
の
管
理

●
維
持
会
費
は

　

年
間
１
口
千
円

　

⑴
個
人 

３
口
（
３
千
円
以
上
）

　

⑵
団
体
・
法
人 
５
口
（
５
千
円
以
上
）

●
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
・

　

〒
１
６
５
―

０
０
２
７

　
　

中
野
区
野
方
1
―

35
―

3

　
　
　
　

区
立
教
育
セ
ン
タ
ー
分
室
内

　

公
益
財
団
法
人　

中
野
区
教
育
振
興
会

　
　

電
話
０
３
―
３
２
２
８
―
５
５
４
４

会長　安藤　文隆

　

維
持
会
員
の
皆
様
、
い
つ
も
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
教
育
振
興
会
は
、
中

野
区
の
教
育
の
振
興
と
普
及
向
上
を
め
ざ

し
、
昭
和
23
年
に
区
民
の
有
志
に
よ
っ
て

創
設
さ
れ
、
平
成
25
年
に
公
益
財
団
法
人

と
し
て
新
た
な
歩
み
を
始
め
、
11
年
目
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
改
め
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
３
月
の
評
議
員
会
に
お
い
て
事

業
計
画
と
予
算
が
確
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
次
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
奨
学
資
金
の
給
付
事
業
で
す
。

維
持
会
費
と
東
京
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

賛
助
金
を
財
源
と
し
、
経
済
的
に
困
難
で

学
習
意
欲
の
あ
る
生
徒
が
高
校
に
安
心
し

て
進
学
で
き
る
よ
う
に
、
高
校
３
年
間

奨
学
資
金
を
給
付
し
ま
す
。

　

今
年
卒
業
し
た
奨
学
生
か
ら
は
「
部

活
用
品
や
参
考
書
等
購
入
で
き
た
」

「
英
検
の
受
験
料
や
入
学
金
の
一
部
と

し
て
使
用
し
た
」
と
皆
様
方
か
ら
の
応

援
を
受
け
、
将
来
に
夢
を
持
っ
て
高
校

生
活
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
を
「
会

報
」
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
中
野
区
検
定
で
す
が
今
年
度

第
10
回
目
を
迎
え
ま
す
。
中
野
区
の
事

を
ど
の
く
ら
い
知
っ
て
い
る
の
か
試
し

て
み
よ
う
、
そ
し
て
も
っ
と
中
野
を
知

っ
て
、
中
野
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
お

う
と
い
う
趣
旨
で
始
め
た
事
業
で
す
。

多
く
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
小
学
校
・
中
学
校
の
先
生

方
の
学
校
教
育
指
導
の
研
究
会
に
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
野
の
教
育
の
質

を
よ
り
一
層
高
め
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
研
究
し
て
く
だ
さ
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
年
に
わ
た
り
中
野
の
教
育

の
振
興
、
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
方
々
を

教
育
功
労
者
と
し
て
振
興
会
か
ら
表
彰

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

 

そ
し
て
、
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰

で
す
。
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
た
生
徒
の
皆
さ
ん

を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
す
る
事
で
、
人
と
人
と
の

心
の
つ
な
が
り
を
感
じ
、
そ
し
て
今
後

の
人
生
に
も
反
映
し
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

 

さ
て
史
跡
め
ぐ
り
で
す
が
、
昨
年
度
の

第
２
回
目
は
参
加
者
が
維
持
会
員
７
名
、

一
般
７
名
計
14
名
と
い
う
状
況
の
た
め

実
施
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
の

影
響
や
維
持
会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
参

加
者
が
減
少
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施
し
て
い
け
る

の
は
、
ひ
と
え
に
維
持
会
員
（
個
人
・

団
体
）
の
皆
様
と
賛
助
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
団
体
及
び
中
野
区
の
物
心
両
面

に
わ
た
る
ご
支
援
と
深
く
感
謝
致
し
ま

す
。

　

今
年
度
も
一
つ
ひ
と
つ
の
事
業
を
見

直
し
な
が
ら
、
中
野
の
教
育
の
振
興
発

展
の
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

４
月
・
会
報
の
発
行
（
第
２
０
９
号
） 

　
　

・
令
和
５
年
度
奨
学
資
金
給
付
開
始

　
　

・
小
・
中
学
校
教
育
研
究
会
助
成
金

　
　
　

交
付

５
月
・
理
事
会
（
令
和
４
年
度
収
支
決
算

　
　
　

報
告
）

６
月
・
第
１
回
史
跡
め
ぐ
り

　
　

・
評
議
員
会
（
令
和
４
年
度
収
支
決

　
　
　

算
審
議
）

７
月
・
会
報
の
発
行
（
第
２
１
０
号
）

９
月
・
教
育
功
労
者
審
査
委
員
会

10
月
・
第
２
回
史
跡
め
ぐ
り

　
　

・
会
報
の
発
行
（
第
２
１
１
号
）

　
　

・
理
事
会

　
　
　

（
事
業
進
行
状
況
報
告
）

11
月
・
教
育
功
労
者
の
表
彰
・
評
議
員
会

　
　

・
中
野
区
検
定
（
第
10
回
）

1２
月
・
第
３
回
史
跡
め
ぐ
り

　
　

・
奨
学
資
金
運
営
委
員
会

令
和
６（
２
０
２
4
）年

１
月
・
会
報
の
発
行（
第
２
1
2
号
）

　
　

・
も
の
し
り
博
士
認
定
授
与
式

２
月
・
理
事
会

３
月
・
評
議
員
会
（
令
和
6
年
度
事
業
計

　
　
　

画
・
収
支
予
算
審
議
）

　
　

・
第
４
回
史
跡
め
ぐ
り

　
　

・
令
和
6
年
度
奨
学
生
の
採
用
通
知

　
　
　

書
交
付

令
和
５（
2
0
2
３
）年
度

　
　

事 　

業 　

予 　

定

令
和
五
年
度

　
　
　
　
を
迎
え
て

令
和
五
年
度

　
　
　
　
を
迎
え
て

中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰

　

中
学
生
の
皆
さ
ん
の
中
で
他
の
規

範
と
な
る
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
た
生
徒
を
表
彰
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
の
表
彰
者
は
、
次
の
中
学
校

で
地
域
や
学
校
内
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
実
施
さ
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

・
第
五
中
学
校　

・
第
七
中
学
校

・
北
中
野
中
学
校
・
緑
野
中
学
校

・
南
中
野
中
学
校
・
中
野
中
学
校

・
中
野
東
中
学
校
・
明
和
中
学
校

令
和
5（
２
０
２
3
）年
度

　

奨
学
生
採
用
者
は
５
名
で
す
。

新
た
に
奨
学
生
と
な
ら
れ
た
皆
さ
ん

の
通
学
先
は
次
の
通
り
で
す
。

　

私
立　

東
亜
学
園
高
等
学
校

　

私
立　

錦
城
高
等
学
校

　

私
立　

中
央
大
学
附
属
高
等
学
校

　

都
立　

豊
多
摩
高
等
学
校

　

私
立　

淑
徳
高
等
学
校

維
持
会
員
募
集
中
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「
今
の
私
と
こ
れ
か
ら
の
私
」
　
Ｔ
・
Ｙ

　

高
校
二
年
生
で
は
、
一
年
生
の
時
に
経

験
で
き
な
い
こ
と
が
沢
山
で
き
ま
し
た
。

体
育
祭
、
北
海
道
へ
の
修
学
旅
行
、
文
化

祭
。
私
が
夢
に
見
て
い
た
高
校
生
活
を
大

切
な
友
達
と
共
に
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
四
月
に
は
三
年
生
に
な
り
ま
す
。

希
望
の
大
学
合
格
に
向
け
て
日
々
の
学
習

を
怠
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

も
一
つ
ひ
と
つ
の
授
業
を
大
切
に
し
て
い

き
ま
す
。

「
今
年
学
ん
だ
こ
と
」　
　
　
　

Ｓ
・
Ｍ

　

私
は
高
校
二
年
に
な
り
、
様
々
な
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

　

私
が
学
校
で
韓
国
語
の
授
業
を
取
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
約
一
年
間
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
国
際
交
流
を
続
け
、
先
日
、
実
際
に

会
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
定
期
テ
ス
ト
期

間
中
の
勉
強
法
も
見
直
す
こ
と
に
よ
り
実

り
の
あ
る
一
年
で
し
た
。
来
年
も
成
長
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
一
年
を
振
り
返
っ
て
」
　
　
　
Ｓ
・
Ｒ

　

今
年
は
文
化
祭
・
体
育
祭
・
修
学
旅
行

と
様
々
な
行
事
を
経
験
す
る
こ
と
が
出
来

充
実
し
た
一
年
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

文
化
祭
や
委
員
会
で
は
人
前
で
話
し
た

り
発
表
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
自
分
に
自

信
が
つ
き
ま
し
た
。
こ
の
春
か
ら
は
受
験

生
で
す
。
夢
の
実
現
に
近
づ
く
た
め
に
も
、

一
生
懸
命
に
勉
強
に
取
り
組
み
、
第
一
志

望
校
合
格
を
目
指
し
ま
す
。

「
も
う
す
ぐ
三
年
生
」　
　
　
　

Ｎ
・
Ｍ

　

早
い
も
の
で
高
校
に
入
学
し
て
２
年
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
の
時
に
コ
ロ
ナ
で
中
止
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
修
学
旅
行
に
も
行
け
ま
し
た
。

友
達
み
ん
な
で
喜
び
ま
し
た
。
文
化
祭
も

と
て
も
楽
し
か
っ
た
。　

　

将
来
の
夢
は
、
ま
だ
模
索
し
て
い
ま
す

が
夏
休
み
に
は
大
学
の
学
校
見
学
に
も

行
っ
て
み
た
り
何
と
な
く
で
す
が
決
ま
っ

て
き
て
、
勉
強
を
一
層
頑
張
り
ま
す
。

「
文
化
祭
」
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｍ
・
Ｔ

　

最
近
、
夢
に
見
る
。

　

僕
の
文
化
祭
ス
テ
ー
ジ
を
。

　

僕
た
ち
は
劇
を
し
よ
う
と
い
う
話
に
な

っ
た
。
題
材
は
「
Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
」
と
い
う
映

画
で
、
題
名
通
り
歌
う
作
品
な
の
だ
が
、

歌
に
自
信
の
あ
る
僕
は
役
を
引
き
受
け
た
。

当
日
、
劇
は
大
盛
況
。
合
計
二
百
人
も
の

人
の
前
で
歌
を
歌
っ
た
。
人
の
前
で
堂
々

と
歌
う
、
僕
は
す
ご
い
こ
と
を
し
た
に
違

い
な
い
。
僕
は
僕
の
歌
が
大
好
き
だ
。

「
高
校
一
年
生
の
振
り
返
り
」
　
Ｓ
・
Ｏ

　
中
学
校
と
は
違
い
、
高
校
で
は
夜
八
時

ま
で
学
校
に
残
っ
て
勉
強
が
で
き
る
の
で

私
は
毎
日
の
よ
う
に
友
達
と
一
緒
に
夜
ま

で
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
友
達
に
分
か
ら

な
い
と
こ
ろ
を
質
問
し
た
り
、
楽
し
く
お

し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
勉
強
が
で
き
た
り

し
て
い
る
お
か
げ
で
友
達
と
の
仲
が
深
ま

り
勉
強
の
習
慣
も
つ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
将
来
に
向
か
っ
て
勉
強
に

励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
近
況
報
告
」
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
・
Ｈ

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
時
期
で
す
が
、
今
現
在

は
健
康
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
最
近
、

自
分
の
勉
強
の
ペ
ー
ス
が
つ
か
め
て
き
て

お
り
、
勉
強
が
少
し
だ
け
楽
し
い
で
す
。

　

お
か
げ
様
で
学
校
の
日
々
も
毎
日
充
実

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
気
を
抜
か

ず
に
健
康
管
理
を
徹
底
し
、
勉
強
に
励
み
、

感
謝
を
忘
れ
ず
に
残
り
の
学
校
生
活
を
充

実
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
変
　
化
」　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ
・
Ｋ

　

高
校
で
は
、
周
り
の
レ
ベ
ル
が
高
く
な

り
、
授
業
の
進
度
も
中
学
の
頃
の
何
倍
も

速
く
な
っ
た
の
で
、
私
は
予
習
を
し
て
授

業
に
臨
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
勉
強
に

熱
心
な
友
達
も
沢
山
で
き
た
の
で
、
テ
ス

ト
で
は
毎
回
競
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

個
人
的
に
五
歳
の
頃
か
ら
や
っ
て
い
る

ダ
ン
ス
で
は
、
初
め
て
チ
ー
ム
を
組
み
活

動
し
ま
し
た
。
そ
の
チ
ー
ム
で
Ｂ
Ｓ
の
テ

レ
ビ
番
組
に
出
演
し
た
り
、
毎
週
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
ダ
ン
ス
の
動
画
を
投
稿
し
た
り
す
る
な

ど
初
め
て
や
る
こ
と
が
多
く
楽
し
か
っ
た

で
す
。

「
新
し
い
環
境
」　
　
　
　
　
　

Ｎ
・
Ｓ

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
落
ち
つ
い
て

き
て
、
高
校
で
は
た
く
さ
ん
の
行
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
私
も
そ
れ
ら
に
参
加
し
、

楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
特
に
印
象

に
残
っ
た
の
は
文
化
祭
で
す
。
私
も
積
極

的
に
活
動
し
ま
し
た
。
作
品
が
完
成
し
た

と
き
は
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
行
事
や
部
活
動
を
本
気
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

「
一
年
を
振
り
返
っ
て
」　
　
　

Ｍ
・
Ｔ

　

学
校
生
活
で
は
部
活
動
に
熱
心
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
合
宿
や
大
会
を
通
し

て
、
自
分
へ
の
自
信
や
責
任
が
新
し
く
生

ま
れ
、
成
長
す
る
こ
と
が
出
来
た
気
が
し

ま
す
。

　

残
り
二
年
の
高
校
生
活
で
は
、
今
よ
り

も
さ
ら
に
努
力
し
勉
強
・
部
活
動
共
に
よ

り
良
い
結
果
が
出
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

《
事
業
計
画
》

１　

公
益
事
業

（
1
）
奨
学
資
金
の
給
付　
　
　
　
　

 

　

①　

対
象　

社
会
の
た
め
に
有
為
な
人

　
　
　

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

　
　
　

て
、
都
内
の
高
等
学
校
に
在
学
す

　
　
　

る
区
民
で
、
経
済
的
理
由
に
よ
り

　
　
　

就
学
困
難
で
、
か
つ
成
績
優
秀
、

　
　
　

心
身
健
全
な
生
徒

　

②　

奨
学
資
金 

月
額
１
１
、０
０
０
円

（
２
）
学
習
及
び
研
究
奨
励

　
　
　

区
立
小
・
中
学
校
教
育
研
究
会
へ

　
　
　

の
助
成

（
３
）
教
育
功
労
者
の
表
彰

　
　
　

対
象　

区
内
学
校
教
育
・
社
会
教

　
　
　

育
功
労
者
、
本
会
育
成
功
労
者

（
４
）
会
報
の
発
行

　
　
　

教
育
振
興
会
の
広
報
誌
「
会
報
」

　
　
　

を
年
４
回
発
行
。
維
持
会
員
、

　
　
　

小
・
中
学
校
、
社
会
教
育
団
体
、

　
　
　

そ
の
他
の
団
体
等
へ
配
布
。

（
５
）
史
跡
め
ぐ
り
の
開
催

　

①　

実
施　

年
４
回
実
施
予
定

　

②　

対
象　

維
持
会
員
、
一
般
区
民

（
６
）
中
野
区
検
定
事
業
の
実
施

（
７
）
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰

２　

収
益
事
業

（
１
）
区
立
教
育
セ
ン
タ
ー
分
室
の
管
理

　

①　

教
育
セ
ン
タ
ー
分
室
の
施
設
管
理

　

②　

子
ど
も
の
学
習
見
守
り
等

《
収
支
予
算
》

　

一
般
正
味
財
産
増
減
の
部

経
常
増
減
の
部

１ 

経
常
収
益 
１
４
、０
０
６
、０
９
３
円

・
基
本
財
産
運
用
収
益

 

１
０
０
、０
０
０
円

・
受
取
会
費 

１
、３
０
０
、０
０
０
円

・
受
取
補
助
金
等
２
、０
０
０
、０
０
０
円

・
事
業
収
益 

８
、７
５
０
、０
８
３
円

・
受
取
寄
付
金 

１
、３
０
０
、０
０
０
円

・
一
般
給
付
賛
助
金 

５
０
６
、０
０
０
円

　

（
東
京
中
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
）

・
雑
収
益 

５
０
、０
１
０
円

２ 

経
常
費
用 

１
５
、８
７
２
、１
６
０
円

・
事
業
費　
　

１
５
、１
８
７
、１
６
０
円

・
管
理
費 

６
８
５
、０
０
０
円

　

令
和
５（
２
０
２
３
）年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
決
定

令
和
５（
２
０
２
３
）年
２
月
理
事
会
・
３
月
評
議
員
会

 

昨
年
11
月
27
日
に
実
施
し
ま
し
た
第
９

回
中
野
区
検
定
の
結
果
、
一
般
の
部
受
検

者
50
名
の
う
ち
、
８
名
の
皆
様
が
「
も
の

し
り
博
士
」
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

 

「
も
の
し
り
博
士
」
認
定
授
与
式
は
、

１
月
13
日
午
後
、
中
野
区
役
所
で
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

　

授
与
式
に
は
、
中
野
区
及
び
中
野
区
教

育
委
員
会
に
後
援
を
受
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
来
賓
と
し
て
酒
井
区
長
・
内
川
区
議

会
議
長
・
入
野
教
育
長
に
ご
臨
席
賜
り
、

祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

 

第
１
回
目
の
「
も
の
し
り
博
士
」
で
も

あ
る
区
長
か
ら
は
、
「
第
１
回
目
の
「
も

の
し
り
博
士
」
に
な
っ
て
は
い
ま
す
が
こ

こ
最
近
の
検
定
問
題
を
見
ま
す
と
ま
た

「
も
の
し
り
博
士
」
に
な
れ
る
か
ど
う
か

自
信
が
持
て
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
を

物
と
も
せ
ず
検
定
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
は

中
野
区
愛
が
強
い
方
々
で
あ
り
、
そ
し
て
、

「
も
の
し
り
博
士
」
に
な
ら
れ
た
こ
と
に

感
服
い
た
し
ま
す
。
区
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
区
が
住
み
よ
く
な
っ
て
い
る

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
今
後
も
区
政

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
等
、
そ
れ
ぞ

れ
の
お
立
場
か
ら
検
定
事
業
の
意
義
と
今

後
の
継
続
発
展
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

野
田
検
定
委
員
長
か
ら
は
、
「
問
題
作

成
に
当
た
っ
て
は
、
中
野
区
の
歴
史
や
新

た
な
事
柄
も
知
っ
て
欲
し
い
の
で
新
規
の

問
題
と
過
去
問
も
取
り
入
れ
、
問
題
が
偏

ら
な
い
よ
う
に
出

題
し
て
い
ま
す
」

と
挨
拶
。
そ
し
て
、

安
藤
会
長
か
ら
は
、

「
も
の
し
り
博
士

に
な
ら
れ
た
皆
様
、

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
中
野
区

検
定
も
９
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。
そ

し
て
『
も
の
し
り

博
士
』
に
認
定
さ

れ
た
皆
様
は
、
59

名
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
重
複

し
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
中
野
区
検

定
は
、
中
野
の
歴
史
・
文
化
・
観
光
・
行

政
の
事
を
知
っ
て
い
た
だ
き
中
野
の
良
さ

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
事
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た

い
。」
と
挨
拶
。

中
野
の　
　

も
の
し
り
博
士
認
定
授
与
式

　
　
　
　

み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

２・
３
学
年
に
進
級
し
た
奨
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
、こ
の
一
年
間
の
様
子
、

近
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

維
持
会
員
・
東
京
中
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
様
へ


